様式第１６号（第９条関係）

	少量危険物

指定可燃物
	の
	貯蔵

取扱い
	の
	開始

変更
	届

	年　　月　　日

	豊川市消防長　殿

	住所
届出人　氏名
電話


	　　　　　　　　　　少量危険物　　　貯　蔵　　　開始

下記のとおり　　　　　　　　の　　　　　の　　　　　届　をします。

　　　　　　　　　　指定可燃物　　　取扱い　　　変更

	記


	貯蔵

取扱
	場所の地名及び地番　　　

	貯蔵

取扱
	場所の名称　　　　　　

	類別、品名及び最大数量
	類別


	品名


	最大貯蔵数量


	一日最大取扱数量



	タンク
	種類□鋼板　□ステンレス

　　□その他（　　　　）
	形状□円筒　□角

　　□だ円　□その他（　　　　　）

	
	全容量　　　　L

　
	内容量　　　　L

　
	空間容積　　％


	板厚

　㎜

	貯蔵

取扱
	方法の概要　

	貯蔵

取扱
	場所の位置、構造及び設備の概要　

	消防用設備等

　　　
	□開始

□変更
	年月日　　　　年　　月　　日

	標識、表示等参考となる事項　

	※経過欄

　　　　


	注


１
該当する□にレ印を記入してください。


２
※印欄は、記入しないでください。


３
貯蔵又は取扱いの場所の見取図、平面図等関係図面を添付してください。


様式第１６号（第９条関係）

	少量危険物

指定可燃物
	の
	貯蔵

取扱い
	の
	開始

変更
	届

	※注：１年　　月　　日

	豊川市消防長　殿

	住所
届出人　氏名
電話


	　　　　　　　　　　少量危険物　　　貯　蔵　　　開始

下記のとおり　　　　　　　　の　　　　　の　　　　　届　をします。

　　　　　　　　　　指定可燃物　　　取扱い　　　変更

	記



	貯蔵

取扱
	場所の地名及び地番　　貯蔵・取扱いの住所を記入　

	貯蔵

取扱
	場所の名称　　　　　　貯蔵・取扱い対象物等の名称を記入

	類別、品名及び最大数量
	類別

類別名記入

※注：２
	品名

具体的品名を記入

※注：３
	最大貯蔵数量

最大数量記入
	一日最大取扱数量

最大数量／日を記入

	タンク
	種類□鋼板　□ステンレス

　　□その他（　　　　）
	形状□円筒　□角

　　□だ円　□その他（　　　　　）

	
	全容量　　　　L

　
	内容量　　　　L

　
	空間容積　　％


	板厚

　㎜

	貯蔵

取扱
	方法の概要　貯蔵・取扱い方法の概要を記入　※注：４　

	貯蔵

取扱
	場所の位置、構造及び設備の概要　貯蔵・取扱い場所の位置、構造等を記入　※注：５

	消防用設備等

　　　該当する設備名及び数を記入　※注：６
	□開始

□変更
	年月日　　　　年　　月　　日

	標識、表示等参考となる事項　標識及び表示看板名を記入　（例）「○○貯蔵・取扱所」など

	※経過欄

　　　　


	注


１
該当する□にレ印を記入してください。


２
※印欄は、記入しないでください。


３
貯蔵又は取扱いの場所の見取図、平面図等関係図面を添付してください。※注：７


※注：１　少量危険物の届出については、未記入とする。また、開始若しくは変更の年月日も未記入と

　　　　する。

※注：２　類別の記入例

　　　＜少量危険物＞

　　　　第１類～第６類

　　　＜指定可燃物＞　条例別表第８

　　　　綿花類、木毛及びかんなくず、ぼろ及び紙くず、糸類、わら類、可燃性固体類、石炭・木炭類、

　　　可燃性液体類、木材加工品及び木くず、合成樹脂類（発泡させたもの、その他のもの）

※注：３　品名の記入例

　　　＜少量危険物＞

　　　　危険物の具体的品名を記入　　（例）　第１石油類（ガソリン）　など

　　　＜指定可燃物＞

　　　　指定可燃物の具体的品名を記入　（例）　紙くず、乾燥わら、ゴム製品（タイヤ）、発泡スチ

ロール、ポリプロピレン　　など

※注：４　貯蔵・取扱い方法を具体的に記入する。

　　　＜少量危険物＞

　　　（例）　○○Ｌの○○缶で貯蔵し、必要に応じポンプで○○に小分けして搬出し○○で取り扱う。

　　　　　　サービスタンク○○Ｌで貯蔵し、油送ポンプにて○○へ油送して消費する。　　

　　　＜指定可燃物＞
　　（例）　○○状（○○内）で貯蔵し、必要に応じ○○で搬出して取り扱う。

　　　　　　○○㎏（㎥）ごとにプレスして貯蔵し、○○へ搬出する。

※注：５　貯蔵・取扱い場所の位置、構造を具体的に記入する。

　　　＜少量危険物＞

　　（例）○○造○○葺○階建て、○○工場（倉庫）内の○○部分での貯蔵・取扱い。　　

　　　　　敷地○○部分の屋外にて、コンクリート造の防油堤内にタンクを固定し、○○造工場内にて

　　　　取り扱う。

　　　　　周囲に幅○○メートルの空地を保有する。　　　

　　　＜指定可燃物＞

　　（例）○○造○○葺○階建て、○○工場（倉庫）内の○○部分での貯蔵・取扱い。

　　　　　集積単位○○㎡、高さ○○ｍ、周囲（集積単位相互間）に○○ｍの距離を保有する。

　　　　　敷地○○部分の屋外にて貯蔵、周囲に○○ｍの空地を保有し、○○造工場内にて取り扱う。

※注：６　消防用設備は、貯蔵・取扱いの数量等により必要な消防用設備を記入し、平面図に消防用設

　　　　備の位置を記す。ただし、少量危険物にあっては、粉末ＡＢＣ消火器１本以上を設置する。

※注：７　添付図面等

　　　＜少量危険物＞

　　　　・案内図（位置朱記）

・敷地内配置図（位置朱記、保有空地を明示、配管系等及び中間末端設備位置を明記）

　　　　・施設図　貯蔵所３面図（平面、立面、断面）

　　　　・付随設備カタログ（換気設備、電気設備、消火設備　など）

　　　　・設備カタログ

　　　＜指定可燃物＞

　　　　・案内図（位置朱記）

　　　　・敷地内配置図（位置朱記、保有空地又は集積単位相互間等の距離を明記）

　　　　・貯蔵状況図

　　　　・物品の成分表など

（届出の注意事項）
　　・施設等の着工前には、必ず事前の相談をすること。

・提出書類は、必ず２部提出すること。

・届出は、棟単位又は場所単位で届出すること。

設置事業所の代表者


（法人名）で記入する。





該当する部分を○で囲む





　該当する場合は、□にレ点等を記し、


必要な数字を記入する。





該当欄にレ点を記す。ただし、少量危険物の届出の場合は空欄とし、年月日は未記入とする。
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